
お
彼
岸
法
要
の
ご
案
内

「
彼
岸
」
と
は
、
三
途
の
川
を
は
さ
ん
で
こ
ち
ら
側
を
「
此
岸
」(

こ
の
世)

と
言
う
の
に
対

さ

ん

ず

し

が

ん

し
て
、
悟
り
の
世
界(

あ
の
世)

を
指
し
て
言
い
ま
す
。

さ

お
彼
岸
は
真
西
に
太
陽
が
沈
む
こ
と
か
ら
、
極
楽
浄
土
に
思
い
を
は
せ
る
日
、
ご
先
祖

ご

く

ら

く

じ
ょ

う

ど

様
の
供
養
を
す
る
日
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

餘
慶
寺
で
は
、
左
記
の
通
り
、
春
の
『
お
彼
岸
法
要
』
を
執
り
行
い
、
各
家
ご
先
祖
様
の
ご

供
養
を
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

合

掌

上
寺
山

餘
慶
寺

記

一
、
日

時

令
和
四
年
三
月
二
十
一
日(

月･
春
分
の
日)

午
前
十
時
よ
り

二
、
場

所

上
寺
山
餘
慶
寺
本
堂

三
、
供
養
料

一
霊
に
つ
き
一
万
円

四
、
申
込
み

左
の
申
込
書
に
供
養
料
を
添
え
て
、
上
寺
山
各
院
ま
た
は
餘
慶
寺
会
館
納

経
所
へ
三
月
十
三
日
（
日
）
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
た
だ
し
同
封
の
振
込

用
紙
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
左
の
申
込
書
は
不
要
で
す
。

五
、
そ
の
他

法
要
の
後
、
供
養
い
た
し
ま
し
た
塔
婆
ま
た
は
回
向
之
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
「
〇
」
を
お
書
き
下
さ
い
。

欠
席
の
方
に
は
回
向
之
証
を
お
送
り
し
ま
す(

塔
婆
は
出
ま
せ
ん)

キ
リ
ト
リ
セ
ン

お
彼
岸
法
要
申
込
書

霊

名

施

主

名

申
込
寺
院

氏

名

住

所

電
話
番
号

ふ

り

が

な

当
日
の
お
彼
岸
法
要
に
出
席(

し
ま
す

・

し
ま
せ
ん

)

出
席
の
場
合
、
希
望
の
方
へ
「
〇
」
…

塔
婆

・

回
向
之
証

三
月
十
三
日(

日)

ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

え
こ

う
の

し
ょ
う


